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を出発物質として化学気相輸送法によって得 られた単結晶のCr濃度Ⅹは,0, 0.01, 0.05,
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58残基から成る球状蛋白質,BPTI, (BasicPancreaticTrypsinI血ibitor)の内部運動の
様子を規準振動解析によって調べた｡BPTIを次のような力学系として扱った｡ i)水素結
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